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黙阿弥の怪談と怪異、明治維新以後の変遷
（五九）
─ 310 ─
１、黙阿弥の怪談　
江戸末期に活躍した黙阿弥は、多くの怪談及び怪異な題材を
扱った作品を手掛けている。　
維新以後も黙阿弥は精力的に活躍を続けるが、維新後の初の怪
談作品は『好色芝紀島物語』 （明治２・
1869 年、守田座）である。
黙阿弥は、自分を世に出した協力者であった小団次（慶応２年死去）の影響で 講談 歌舞伎化する手法を身につけており、怪談もこの例に漏れない。　
以後、 惨殺された大工の霊が陰謀を伝える 『宇都宮紅葉釣衾』 （講
談『宇都宮釣天井』を脚色、明治７・
1874 年、守田座） 、同じく
責め殺され亡霊となって陰謀を伝える『筑紫巷談浪白縫』 （明治
8・
1875 年、新富座）伝奇的な『吉備大臣支那譚』 （ 『吉備大臣』
明治８・
1875 年、河原崎座） 、諌言し続けて手討ちになったが、
亡霊となっても諌言し続け主君を改心させる 花紅葉根津神籬（明治
11・
1878 年、 都座）をへて、 『木間星箱根鹿笛』 （ 『木の間の星』 、
明治
13・
1880 年、新富座）を発表する。
　『木間星箱根鹿笛』は開化期の文学芸能において、怪談を扱う際に幽霊や怪異の存在を心の病とする病理説に基づくもので、三遊亭円朝の落語『真景累ヶ淵』と並んで「神経病の怪談」として有名である。円朝同様、黙阿弥自身が「怪談神経病説」を心底から是認していないことがこ 芝居の台本には表れているが、ともかくも「怪談神経病説」を題材にして作品を書いたことは事実である。　黙阿弥作品の維新前・近代以前と以後の総合的な比較は、様々
な論者が行っており、黙阿弥が近代の を扱って歌舞伎を創作した点はどの論者の見解も一致して るが、作品の評価は両極なしている。開化期以後の作品は、題材としては近代社会の事物を扱っているものも が、とらえ方や描き方は江戸期そのままであるためほとんどが失敗作であるという評価と、江戸期に生きた作者でありながら開化期以後の事物を描 それなりに成功しているという評価があ 。怪談においては、黙阿弥自身が「怪談神経病説」を是認せず新時代の風物として取り上げてい 著者は考える。 「怪談神経病説」を逆用している観さえある。
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しかし、この後、黙阿弥は、新時代のものの見方をうまく逆用
して怪談劇を書くのをやめてしまう。同年以降の主な怪談としては、世話物は、 『有松染相撲浴衣』 （明治
13・
1880 年、猿若座） 『嵯
峨奥妙猫奇談』 （竹柴金作の作で黙阿弥は助、明治
13年・
1880 年、
市村座） 『新皿屋舗月雨暈』 （明治
16・
1882 年、市村座）吉原の女
を思い生霊となっ 悩まし、女の兄に殺されては死霊となって兄に女 殺させる清玄の名を借りた作品『浮世清玄廓夜桜』 （明治
17・
1893 年、市村座） 『北条九代名家功』 （明治
17・
1983 年、猿若
座）六代目菊五郎の死神が登場する『盲長屋梅加賀鳶』 （ 『加賀鳶』 、明治
19・
1895 年、千歳座） 『五十三駅扇宿付』 （ 『岡崎の猫』明治
20・
1886 年、中村座） 『因幡小僧雨夜噺』 （明治
20・
1888 年、中村
座）があり、浄瑠璃・所作事として『土蜘』 （明治
14・
1880 年、
新富 『釣狐』 （明治
15・
1881 年、春木座） 「茨木」 （明治
16・
1883 年、新富座） 『船弁慶』 （明治
18・
1884 年、新富座） 、 『紅葉狩』
（明治
20・
1887 年、新富座）がある。
　
黙阿弥の怪談は、 「怪談神経病説」への批判から撤退したかのよ
うに見られるが、 『北条名家九代功』は活歴物及び能作品の歌舞伎化は『新歌舞伎十八番』 （ 土蜘 『茨木』 『船弁慶』 紅葉狩』 ）の一環であり、どちらも九代目市川団十郎の提唱 より創作されたものである。これまでの のとは創作された経緯が異なるものの、文明開化後の時代 古典的な怪異を継承しようとする姿勢と古典劇の怪異を精緻かつ詳細に描写して実在であるかのごとく描こうとする姿勢はうかがえる。　『有松染相撲浴衣』は「有馬の猫騒動」を描いた作品である。化猫物のルーツは、岡崎の猫を扱った四世鶴屋南北作 独道中
五十三次
』（文政
10・
1827 年、河原崎座）であり、以後大流行し
ているが、黙阿弥は、これを改作して『五十三駅扇宿付』 （明治
20・
1887 年）としている。南北の作では姉妹ともに殺害され化猫
は逃げ去るが、黙阿弥の改作では化猫は猟師によって仕留められながらも、化猫の祟りで一家 滅亡する。　『新皿屋敷月雨暈
』
は皿屋敷伝説に取材した歌舞伎だが、この
皿屋敷伝説 江戸期の百物語や随筆や講談などに見られ、黙阿弥以前にも劇化されている。最初の劇化は 『播州評判／錦皿九枚館』（歌舞伎、亨保
5・
1720 年、京都・榊山座）であり、以後、 『播州
皿屋鋪』 （浄瑠璃、寛保元・
1741 年、大阪・豊竹座） 、 『彩入御伽草』
（歌舞伎、文化
5年、江戸・中村座）などの歌舞伎や浄瑠璃が先
行している。 『新皿屋敷月雨暈』をこれら 先行する演劇と比較すると、題材としてはお家騒動と連結されており番町皿屋敷よりも播州皿屋敷の系譜であることがわかる。愛妾であったが、悪事を目撃して無実の罪を着せられ讒言されて無残に殺害されるお蔦の幽霊の出現は、無実の罪で殺害される『好色芝紀島物語』の敷島や『有松染相撲浴衣』 お牧の流れであろう。黙阿弥の維新後の作品は非業の死を遂げた女性の幽霊の出現が多いが、決して女性の幽霊自体が復讐するわけではない　『北条九代名家功』 で北条高時が天狗を見る話の原典は 『太平記』である。 『太平記』のこ 部分に比べてずっ 精細な描写によって描かれている。　また、 『土蜘』 『釣狐』 『茨木』 『船弁慶』 『紅葉狩』は能を舞伎化
した作品である。 『土蜘』 は、 『平家物語』 剣 巻を典拠とした能 『土蜘蛛』との比較だけではなく、能『土蜘蛛』が古浄瑠璃『頼光跡
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目論』や近松門左衛門作の浄瑠璃『関八州繋馬』 、金井三笑作の常磐津『蜘蛛糸梓弦』 （明和
2年、江戸・中村座） 、初代桜田治助
作の長唄『我背子恋の相槌』 （天明元年、江戸・市村座） 、三世桜田治助作の常磐津『来宵蜘蛛線 保
8年、江戸・市村座） 、長
唄『土蜘蛛』 （常磐 蜘蛛 糸』改 、三世杵屋勘五郎作曲、文久
2年）等に取り入れられたため、これらの先行作品との比較
も必要である。市川家の 勧進帳』に対抗するためにかなり能に近い のとなっていると考えられる。　
また、 『茨木』は、謡曲『羅生門』との比較が必要であるが、
これも『兵四阿屋造』 （寛保元 ・
1741 年、江戸 ・ 中村座） 、長唄『渡
辺綱館の段 （綱館） 』 （杵屋勘五郎作曲、 明和
2年） をへている。 『紅
葉狩』も謡曲『紅葉狩』 の比較が必要である。　
この論考では、これらの維新以後の河竹黙阿弥の作劇 変遷を
怪談への取り組みと姿勢という観点にしぼってみてゆきたい。
₂、 『好色芝紀島物語』
　
講談『敷島怪談』から作られ、三世沢村田之助のために書き下
ろした通し狂言である。三世沢村田之助は芝居中の事故 より脱疽となり、やがては四肢を失い発狂して死亡した悲劇 役者として名高いが、既にこの時片足 切断していながら敷島とお玉の一人二役を早変わりで演じたという　
敷島は吉原三浦屋の有名なおいらんであるが、かつての同僚の
遊女お玉がこの店の女将になっ おり内心嫉妬心を だいている。女郎屋での盗難事件が相次いだ際に、遣手婆お爪と源四郎（実は
女将の情人）の悪巧みにより、敷島は無実の罪をせられて幼い娘ともども残虐な折檻を受け、死へと追いつめられる。後に、真相を知った主人により、お玉、お爪、源四郎は三浦屋から追い出され、お玉と源四郎は府中に行き 青山主膳の援助で女郎屋 始める。一方、敷島の恋人である藤代屋十三郎や漁夫で自分が敷島の実父であることを知った五平次らは、敷島の無実を知り、三人下手人を探す。やがて、五平次が、人徳のある国分寺 代官足利満詮に直訴したことで、三人の悪事 明るみに出 。危機を感じた青山主膳は、お爪を殺害し、お玉に源四郎を殺害させる。満詮の近臣が調査に現れ、捕り手に囲まれお玉と主膳 討たれるという内容である。　
この芝居には、敷島の幽霊が出現する場面が幾つかある。
　
最初に敷島の幽霊が出現するのは、源四郎が敷島の遺骸を古い
葛籠に入れて海に流した後のことである。葛籠 橋から投げ込んだ後に、人魂が出現する。　
何だ人魂か、おらア時節違ひの花火かと思つた、あんまり白
こけ
癡
脅しな、ふん、 （ト肩で笑ふを道具替りの知らせ、 ）笑わせやアがらア。　
源四郎は、当初、このように自分が殺害した敷島の人魂を馬鹿
にするしたたかなあくどさを見せている。直後、夕立のような激しい雨が降ってきたため、源四郎は辻番小屋に助けを求め 後に、辻番の傳助が敷島の幽霊を目撃するが 源四郎には見えない傳助
　
おや、 辻行燈の燈火が消えたが、 油は澤山ある筈だが。 （ト
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弓張提灯へ燈火を點し持ち來り、辻行燈へ點さうとすると、仕掛けにて燈火附く、傳助びっくりなし、 ）あれ、燈火が附いた何だか薄気味の悪いことだ。 （ト言ひながら敷島を見て、 ）そこに居るのは女の様だが、あゝ、お前あの人の連かえ。
トこの聲に源四朗目を覺し、
源四
　
え、何と言ひなさいますえ。
傳助
　
あそこに居る女は、お前の連れだらうといふことよ。
源四
　
いゝえ、私ヤあ連れ ござりませぬ。
傳助
　
はゝあ、それぢや 別か、何にしても其處に居ちやあ濡れ
るから、お前も此方へ上んなせえ、何を言つても黙つて居る女だ、ああ恥かしいのか、何も恥かしいことはないから 遠慮なく此方へ上んなせえ〳〵 （ト言へども、 源四郎には見えぬ思入。 ）
源四
　
もし〳〵、その女と ふのは、いつたいどこ 居るのでご
ざいます。
傳助
　
こなたも若いくせに、眼の悪い、 れ 其處に居るわな。
源四
　
え。 （ト少し薄気味わるきこなし ）
傳助
　
あゝ、お前女郎だな。
源四
　
なに、女郎。
傳助
　
それ見なせ 、知つて居るのだらう 大方お前が連 てゞ
も逃げて、髪の亂れて居る鹽梅では、よい中の戀爭 で、道で喧嘩でもしたのぢやあないか。
源四
　
もし〳〵、もう止しておくんなせい、ちつと此方に覚えが
あれば。
傳助
　
え。
源四
　
何さ、ちつとも覺えのねえことを。
傳助
　
それでもお前の顔を、恨めしさうに、あれ、見詰めて。
源四
　
何だか不気味な。 （トぞつとせし思入にて立上り、四邉を
見廻す、敷島源四郎の目先へずつと顔を出す、源四郎暗き思入れにて透し見て、 ）や、敷島か。
トびつくりして、どうと下に居るを木の頭、敷島柱の際へ立上る、傳助はこれを見て式臺へ俯伏せになり、着物をすつぽり被る、源四郎は逃げようとし逃げられぬ思入、敷島だん
〳〵
柱へ消えるをきざみ、
大ドロ〳〵にてよろし
　
敷島は、過酷な折檻を受け自殺しようとしたが、途中で現れた
源四郎にとどめをさされた。傳助にしきりに問われているうちに、とうとう源四郎にも敷島の姿が見える。源四郎は殺害した敷島の死体を海に捨てたばかりであり、敷島の霊は出現したばかりである。 捨てて初めて人魂にな 幽霊になるという幽霊の誕生の経緯が描かれている。この場面を見る限り、死体が捨てられる→拠り所が無くなる→人魂・幽霊になる、という流れ なっ いる様が読み取れる。　
また、人魂を見た当初はふてぶてしかった源四郎が少しずつ薄
気味悪くなり、ついには敷島の幽霊を自ら見て逃げようとするまでの心理の変化 描かれているが、この描き方は、傳助が幽霊を見る→傳助が幽霊の様子を語る→源四郎が次第 薄気味悪くなる→源四郎が敷島の を見る、と言うように段階を踏んでじわじわと恐怖へと追い込んでゆく手法であり、怪談とし 非常に良くできている。
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再び敷島の幽霊が表れるのは、敷島を死に追いやることを命じ
たお玉と手を下した源四郎が三浦屋の主人に真相を知られて追い出されて、昔、お玉を好いていた青山主膳を頼って府中に向かう場面である。
源四郎は土手へ下り、水にて手を洗はうとして、びつくりしてふり払ひ、ぱつと本水かかり、
源四
　
誰だ、おれの手を引張るのは。
お玉
　
源さん、何だえ。
源四
　
水の中で，手を引張つた。
お玉
　
河童ぢやアないかえ。 （ト源四郎又洗 うとして、 ）
源四
　
えゝ、 又引張りやあがる。 （ト水の中を見る、 波の音になり、
セリの穴より誂への葛籠浮上る、源四郎見て、 ）や、こ 葛寵は覚えのある、家の印を引ツペがして、海へ流した古葛籠。
ト源四郎葛籠を引き寄せ、印の跡を見る、お玉ぞつせし思入にて、
お玉
　
あゝ、いやな風が吹いて來た、身の毛が立つほどぞつとす
る。
ト辻堂の内へはひり、狐格子 しめる、これと一緒に源四郎は葛籠の紐を解き、
源四
　
もう一月の上になるから、 死骸は腐つてしまつたらう。 （ト
蓋を明ける、 兩窓をおろし、 一つ鉦にて源四郎葛籠 内を見て、 ）や、まだ生々しい、此の死骸、 （ト髻を持つて引き上げる、敷島殺されし時の薄色の装にて目をねぶり、半身出る、 ）恨み 念が殘つてか、死んだ時に少しも替らず、こりやアうぬは迷つた
な。 （ト寢鳥になり、敷島眼を明き、源四郎をきつと見て、 ）
敷島
　
えゝ恨めしい源四郎、よくも此の身に濡衣着せ、非業な最
期をさせしよなあ。
ト敷島恨めしさうに源四郎の顏をきつと見る。
源四
　
なに、源四郎が 、恨めしくば取り殺せ、腕に力は
ねえけれど肚胸で賣出す敵役、憎まれるのは合點だ。さあ、取殺すなら殺して見ろ。 （ト手を放し、顔へ唾を吐き掛ける、敷島顔をづつと出し、 ）
敷島
　
恨みの一念この土 止まり、取り殺さいでおくべきか。
源四
　
えゝ、うぬ等に殺されて （ト葛籠の蓋をしやんとなし、 ）
つまるものか。
ト葛籠へ片足踏掛け、きつと見得、此の時辻堂の横手の窓より、お玉顔を出し、
お王
　
源さん、何だえ。
源四
　
葛籠へ入れてぶち込んだ 敷島の死骸が流れて来たのよ。
お玉
　
早く突き出しておしまひな。
源四
　
むゝ、合點だ。
ト側にある水死人の卒堵婆を取つて葛籠 突き出す、波の音にて下手へはひる。雨車になり、
お玉
　
おや、ばら〳〵降つて来たよ。
源四
　
丁度葛籠をぶち込んだ、あの晩の雲行きだ。
お玉
　
たんと降らねえう に。
源四
　
ちつとも早く出掛けよう。 （ト空を見て、 ）こいつは今にど
つと來るわえ。
お玉
　
金はなし、困るね。
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源四
　
爰に菰がある、是れを引ツ掛けて行かう。 （ト両人手拭を
冠り、 ）
お玉
　
何だか
眞まっくら
闇
だね。 （ト窓より引込み、狐格子を明け、手拭
を冠りしお玉の吹替さぐりながら出る。 ）
源四
　
危ねえ、手を取つてやらう。
ト源四郎吹替の手を取つて下へおろし、二人して菰を引張り行かうとする、この時ばつたりと音する、源四郎吹替を圍ひ窺ふ、下手 薮を押分け、十三郎逆熊好みの鬘、着流し大小雪踏にて出で兩人を窺ふ。時の鐘きびしく、忍び三重模様の合方になり、源四郎吹替に菰を着せ、手 取り行かうとするを、十三郎立ち塞がりちよつと立廻リ、此の時下手へもやひの解けたる棹 附 たる小舟流れて來る、土 の上にては三人立廻りあつて、上手に十三 下手に源四郎、眞中に吹替裏向にて見得 これよ 葛西念佛間へ狸囃子を冠せし誂への鳴物になり 下手よ お爪遣手にて尻端折り、焼印の る雪踏を持ち 窺ひながら出來り 此の中へはひり源四郎を尋ねる心にて、探りながらだんまり模様の よろしくあつて、トド吹替、土手よリ船の内へすべり落ち、其のまゝ菰を冠り、俯伏になり居る、源四郎續いて船へ飛び込まうとする お爪捕へようとするを十三郎隔てる、此の時大ドロ〳〵になり、上手柳 立木へ陰火燃え、敷島 亡霊出で源四郎を引戻す思入、源四郎後髪を引かれる心にて、たぢたぢと戻 十三郎
に行當る、爰
ここ
へお爪割つて入り、ちよつと立廻つて
上手 お爪．下手に源四郎、十三郎眞中にて敷島を見上げ、
十三
　
やゝ、柳の下にあり〳〵と、見えし姿は正しく敷島。
お爪
　
さては魂魄、
源四
　
中有に迷ひ、
敷島
　
恨みを晴らさでおくべきか。
トお爪源四郎上下へ逃げ行くを、れんり
0
引に引き戻
される、十三郎、これを見て、
十三
　
はて、執念深い、
ト此の時非人兼出で、うぬと十三郎に組附くを、抜打ちに浴びせる、敷島白刃に恐 る思入 これと一時に、お爪上手の土手からすべり落ち、卒塔婆 すがり上を見上げる。源四郎は下手の船へ飛び込み、棹を突ッ張る、十三郎刀を引き、兼見事に轉 、これを木の頭。
　　　
女だなあ。
ト大ドロ〳〵にて、敷島柳の下へ消える、十三郎は刀の糊紅を拭ふ、お爪はほつと思入、源四郎 船に乗り、棹をさし花道附際まで行く この模様よろしく大ドロ〳〵にて
ひやうし
　　
幕
ト幕引附けると波 音にて、源四郎ほつと思入あつて棹をさし、花道よき所まで行き、艫 方へべ たりとなり、やれ嬉しやといふ思入にて 手拭を出し
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て汗を拭ふ、此の時、お玉菰を刎ねのけ、
お玉
　
源さん、どうした。
源四
　
どうしたどころか、がつかりした。
お玉
　
意気地のねえ男ぢやあねえか。
源四
　
それだつて出たものを。
お玉
　
何が。
源四
　
幽霊がよ
お玉
　
それがお前怖いのか。
源四
　
怖くねえこともねえ。
お玉
 
それぢやあ圓朝の話しは聞けねえよ。 （トこの時薄ドロ
　
〳〵にて船の中へ陰火燃える。 ）
源四
　
それ、其處へ陰火が燃えた。 （トお玉見て、 ）
お玉
　
煙草入を賃してくんな、陰火を借りて一服呑まう。
源四
　
いや、呆れたちのだ。 （ト
叺かます
煙草入を出すをお玉取る、こ
れにて陰火消え、お玉立上り、 ）
お玉
　
さあ、 ぐづ〳〵せずと早く遣 。 （ト舳 方へ腰を掛け
銜え煙管にて憎體に摺火打を打つ。 ）
源四
　
いや、 亭主遣ひの悪い女だ。 （ト源四郎立上り、 棹を取直す ）
お玉
　
えゝ、じれってえ、さつぱり附かねえ。
　
葛籠に入れて流したはずの遺骸が、殺害者の元に流れ着き怨霊
が現れると言うのは南北の『東海道四谷怪談』 （文政
8・
1825 年、
江戸・中村座）を思わせる怪異のくだりである。　
最初は、 「とり殺すなら殺してみろ」と、敷島の幽霊の顔に唾を
吐きかけて強がり、お玉の命令で水死人の卒塔婆で敷島の乗った
葛籠を川へ突き出す源四郎だが、やがて途中から現れたお爪とともに敷島の幽霊に引き戻されて、恐怖を感じるようになる。一方、お玉の方は実際に敷島の幽霊を見たわけではないので、ふてぶてしい。 『妲妃のお百』 （桃川燕林の講談）にある殺害した夫の人魂でタバコに火をつけるくだりを取り入 、悪女のふてぶてしさを描いている。　
幽霊は、加害者の元へは恨み憎しみの念によって現れ、親しい
者の元へはいと 一念で現れ 。敷島の幽霊は、自分を弔っいる十三郎の元へも現れる。十三
　
そなたがあの世へ先立つとは、神ならぬ身の露知らず、二
世の誓ひを此のやうに、取交したる血起請も、今となりては反故同然、輪囘の絆を打ち切る爲め、此の を火中なし、亡き敷島を弔はん。
〽後の世掛けし血起請を、煙となせば風立ちて、軒端
にそよぐ呉竹の葉音も凄き秋の聲、ト此の十三郎守袋より起請を出し、思入あつて、側にある火鉢へ打ちこむ、掛焔硝ぱつと立ち、ドロ〳〵になり、十三郎うつとりとなる、鼓、唄掛りになり、
〽ありし廓の面影も、此 を去りて亡き魂の、夫子
に引かれ髣髴と傍の籬に敷島が、
　
ト焼酎火ドロ
〳〵
寢鳥になり、掛焔硝ばつと立ち、
件の火鉢の中より、敷島幽霊のこしらへにて出で上手よき所まで行く、此の文句 留り 引抜きになり、
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〽部屋着の儘の立姿、　
トドロ〳〵にて、敷島部屋着好みのこしらへになり、十三郎心附き敷島を見て、
　　　
やゝ、そなたは敷島、どうして爰へ。
敷島
　
あい、お前に一目逢ひたさに、廓を脱けてやう〳〵と、幾
せの思ひで来ましたわいな。
十三
　
むゝ、そんなら非業 死を遂げし、噂ありしは偽りにて。
敷島
　
さあ、旣にわたしや死ぬ所、危い命を助かり 、やつぱり
此の世に居ますわいな。
十三
　
さては形見と思つたが、この片袖は心得ず。
敷鳥
　
いえ
〳〵
それはわたしの小袖、葛籠の内へ入れ置きしが、
廻り〳〵てお前の手ヘ。
十三
　
それと知つたら互ひの起請、火中するではなかつたに
敷島
　
えゝ聞えぬわいな十三さん、そもや二人の馴れ めは、
〽
七歳後の文月に、初會からして馬鹿らしい勤め放
れし蚊帳の内、惚れた心がすいて見え、二階に浮名立つ秋や、
〽
二度の月見も早や過ぎて八ツ口厭ふ五
月帯、子持高尾の古へを、忍ぶ紅葉の染模様、血汐の起請反放となし 切れる心でござんすなら、これが別れと情なくも、立つを引留め十三郎、
〽
其の疑
ひは無理ならねど、 の日和 替 とも替らぬ心汲み分けて、機嫌直してくり い と、留む ば拂ふ女郎花嵐にくねる風 り。
ト此の内敷島十三郎口説の振りよろしくあつて、合方になり、
十三
　
さあ、わしに替りはない程に、心を直してくりやいの。
敷島
　
いえいえ何と言はしやんしても、所詮添はれぬ譯あれば、
血汐の起請も今は反故、お前と女夫になられぬわいな。
十三
　
なに、ニ人が女夫になられぬとは。
敷島
　
さあ られぬ譯はお袋さまが、お前と女夫 なさるとてお
貰ひなされたおみつさん、一ツになられぬ其の時は、髪をみろして尼と り、一生男を持たぬとやら もしも よ ことがあつたなら、是れも誰ゆゑ敷島ゆゑ 、お袋さまがお恨み されう、爰の道理を思ふ時はどうでも添はれぬ二人が中、それゆゑ思ひ切る程に、おみつさんと睦じう添うてあげて下さんせいな。
十三
　
すりやそれゆゑに此のわしを、今日からふツつり思ひ切り、
おみつと女夫になれと言やるか。
敷島
　
その替りには、わたしと思ひ、
〽二人の中のお和歌をば、行末長う見捨てずに不便を掛けて下さんせ、又ニツには百萬年、御壽命過ぎてあの世では、
　　　
どうぞわたしと睦じう、女夫になつて下さんせ。
十三
　
おゝ、そりや言はずとも知れたこと、夫婦は二世といふか
らは、
敷島
　
彌陀の御國に、世帯して、
十三
　
一ツ蓮に差向ひ
敷島
　
何方が先きへ行かうとも、
十三
　
半座を分けて待つ心。 （ト敷島思入あつて、 ）
敷島
　
それでは迷はず、
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十三
　
や。
敷島
　
嬉しいわいな。
〽これが別れと敷島が口には言はねど閻王の、修羅の
迎ひのしげゝれば心急るゝ折柄に、
　
ト此の内薄ドロ〳〵敷島名殘惜き思入 ばた〳〵になり奥より以前の和歌野走り出來たり敷島を見て、
和歌
　
や、お前はおいらん。 （ト敷島びつくりなす、 ）
〽親子は一世草の葉の露と消え行く秋の夜も、覺むれ
ば春の夢見草形見ばかりぞ。ト此内敷島立ち上 、和歌野縋るを振切り行かうとする、十三郎これを留める、トゞ大ドロ〳〵になり掛焔哨パツと立ち敷島仏壇の中へ消える、和歌野行こうとするを十三郎二枚折の屏風で隔て、この蔭へ兩人隠れる、これにて伊豫簾 下し淸元連中を消し、道具居所替りにな 。（五平次内佛間の場）
＝
本舞薹三間の間常足の二
重、向うの暖簾口上手古びた 佛壇、白木の位牌佛具よろしく飾り、下手鼠壁に替り上手の屋體打返して中窓のある鼠壁、いつもの所海苔粗朶の垣根、下の方二階下よりあふり 船板の塀に替り。よろしく道具納まる。ト床の浄瑠璃になり、
　 
 
〽
吹送る濱邊の風に見し夢も 破れ屏風の二枚折り、目覚めて起きる十三郎
トドロ〳〵にて、日覆より心といふ字を屏風の内へ引いて取り、ドロ〳〵を打上げ、屏風を取りのける、に十三郎目の覺めし思入、側に和歌野俯つ伏せになり居る。
十三
　
さては今のは夢であつたか（ト本釣鐘を打込み、 ）非業に
死せし敷島が、後世の苦患を助けんと、位牌に向ひ囘向をなす内、まどろむともなく見し夢にあり〳〵姿顯はして、詞交せし嬉しさも覺めて悔しき玉の緒の、果敢なく切れし敷島が迷うて会いに來たりしか、又おいらんと聲かけて縋り寄り 小坊主は正しく娘和歌野なり が、案じる故に見たることか、是れも心の疲れぢやなあ。
〽歎息なして吐息をつき、傍を見れば俯伏せに、居睡
り居るは以前の小坊主。
　　
ト十三郎思入あつて、和歌野を見て、
やや、爰に居るのは今見たる、夢のうちの慥に小坊主。
〽起きよ〳〵と搖り起こせば、 （ト十三郎和歌野を搖起
す、和歌野目を覺し、 ）
和歌
　
やあ、十三さんか、逢ひたかつたわいな。
〽縋り附けば顏打ち見やり、 （ト和歌野十三郎に縋り附
く、十三郎見て、 ）
十三
　
さういふのは和歌野か。 （ト顏をとつくり見て、 ）おお、和
歌野だ、〳〵、よく無事で居てくれたなあ。
〽抱きしむれば嬉しげに、
和歌
　
十三さん、今爰に居たおいらんは、何處へ行かしやんした
ぞいな。
浄るり
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十三
　
そんならそちも爰に居て、同じ夢を見やつたか。
和歌
　
あい、お師匠さまのござる内 つい睡くなって寐ましたが、
それでは夢でござりましたか。
十三
　
おゝ、夢ぢやわいの。
和歌
　
夢なら覺めずに 居てくれゝばよいに。
　
十三郎は、敷島が現れたことを夢としているが、二通りの解釈
をしており、愛しあっていた敷島が悔しくて迷って逢いに来たのか、それとも敷島や和歌野を思う故に見たことか、いずれにしても「心の疲 」によるものとしている。ここには、 既に、 後の『木間星箱根鹿笛』に いて幽霊を見るのは「神経病」とする明治開化期に流行した「怪談神経病説」につながる解釈 登場し いる。しかし、この芝居は『好色芝紀 物語』だが、副題は『怪談敷島物語』であり、怪談をテーマ していることは間違いない。 『木間星箱根鹿笛』も副題が『おさよの怪談』であり、黙阿弥は維新後も怪談を怪談として描くことに積極的であった 思われ 。　『好色芝紀島物語』では、敷島の幽霊は悪事をたくらんだ者たちを驚かし怖がらせ、また真実を愛するものに語 はするが 幽霊自身の力により悪事をたくらんだ者たちを滅ぼすこと ない。₃、 『新皿屋鋪月雨暈』
　
小幡小平次や宇津野谷峠、佐倉宗吾などの男性の幽霊を多く
扱った江戸期と比して、黙阿弥の維新後の には女性の幽霊が目立っている。 『好色芝紀島物語』 だけではなく 『木間星箱根鹿笛』
『新皿屋鋪月夜雨暈』における幽霊、化猫が女性に化身する怪異と言うことでは 『有松染相撲浴衣』 と、 女性の幽霊や物怪が目立っている。　『新皿屋鋪月夜雨暈』では、磯部の愛妾お蔦は、謀略を聞いてしまったために、事実無根の讒言をされ、無残に殺害される。美しい女性が謀略に巻き込まれ事実無根の讒言で 惨パターンは『
好色芝紀島物語
』 『有松染相撲浴衣』と共通であり、
また謀略で無惨に殺害という部分だけで見るならば『木間星箱根鹿笛』をもそれに加えるこ ができる。　『好色芝紀島物語』と同様、 『新皿屋敷月雨暈』もまた非業の死を遂げるお蔦の幽霊は、幽霊自身の力で悪を滅ぼすわけではない。悪人 驚かし、信頼する人のところに現れ真実 語る。　お蔦は、磯部主計之介の愛妾だが、岩上吾太夫・典蔵親子らの
主家の実権 握るための陰謀を聞 てしまっ ために、岩上親子に狙われる。猫 探しに庭に出たところを典蔵 襲われ 帯を解かれ助けを求めた時に助け 来た忠臣浦戸紋三郎と密会していた、とでっちあげられ、典蔵から殿様 磯部主計之介に訴えられ、さらに典蔵が家宝の茶碗を割ったことまでお蔦の仕業 転嫁される。短気で酒乱の主計之介は、岩上親子にお蔦 対する厳しい折檻を命じたうえ、瀕死のお蔦 切り殺し井戸 落とす。　
この場面で、この井戸が実はいわくつきの井戸でこれ以前にも
同様の事件があったこと 匂わされている。
〽折柄吹來る小夜風に、散來る柳の物凄く苔むす井筒の中よりして、怪しの鬼火立登り、主計介は相好變り、
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死靈の祟りかむら〳〵と、お蔦が肩先切付れば、苦痛を怺へ這い寄 て、　
トどろ〳〵の様な風の音になり、井筒の中より誂の陰火立登り、主計之介むら〳〵とせし思入にて、
　
お蔦を一刀切る お蔦アツと倒れる。
つた
　
殿様ばかりは私が、直なる心を御存じと思ひの外に覺えも
ない、お疑ひにて此樣にお手にお掛けなさるとは、お主樣へ勿體ないが 恨み申しまするぞえ。
ト恨めしき思入にて見上げる、主計介きつとなつて、
主計
　
恨まば勝手に予を恨め、恥辱をあたへしのみなるか、重器
を失ふ憎くい奴、 ぶり殺しに致さねば、主計介が腹がいぬ。
〽又も肩先切下げれば、 （ト主計介又お蔦を切下げる。 ）
なぎ
　
こりや旦那様を、
なぎ梅次
　
むごたらしう
典蔵
　
えゝ邪魔せずと、退いて居れ。 （ト竹で打ちすゑる、主計
介お蔦を又切る。 ）
伴蔵
　
常に替りし御様子は、
傳平
　
御酒狂なるか、但しは、
四人
　
死霊の、
　
お蔦が殺害される以前に鬼火が立ち上り、主計之介は「死霊の
祟りかむら〳〵と」お蔦を切るとト書きがある。また、岩上親子の一味の荒波伴蔵、潮田傳平らが主人である主計之介の様子が普
段と違っており、酒乱によるものかそれとも死霊によるものかと考えている。　
当初、 「恨みに思はゞ化けて出ろ、芝居の外で幽靈にいまだ出合
つたことがない、 胸定めに見たいから、 今夜からで 出るがいゝ。 」と憎まれ口をたた ていた典蔵だが、お蔦の無残な殺害後に吹く風によって燈火が一斉に消え、 「吾太
　
烈しき夜風に燈しが消えし
は、／典蔵
　
何だか不気味なことでござる」と気味悪く思いはじ
める。その後、お蔦を殺害し御殿へ戻ろうとした主計之介が、お蔦の幽霊を目撃した際には、典蔵はさらに恐怖を感じてい 。主計
　
袖を引くのは誰だ。
吾太
　
誰も是には、
典蔵
　
居りませぬが。
ト此時上手にある箱提灯仕掛にてぱつと燃える、中より誂の煙出で四邊を覆ふ、どろ〳〵にて煙の中へお蔦好みの拵へにて出る、煙消え主計介見て、
主計
　
や、お蔦か。 （ト兩人びつくりして、 ）
吾太
　
なに、お蔦どのが。
典蔵
　
何所にをります。
主計
　
そちが後 、
典蔵
　
えゝ、
〽トぞつとして尻餅をつく、どろ〳〵にてお蔦柳の木
へ消える、是にてどろ
〳〵
止み、霞付の月を下し、
主計之介はホツとせし思入、吾太夫典蔵は不審のこなしにて、
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吾太
　
心得難き殿の御様子、
典蔵
　
もしや蔦めが、 （ト言ふを主計之介思入あつて、 ）
主計
　
心の迷ひで、 （ト傘を持替る 木の頭、 ） たよなあ。
　
典蔵の恐怖に対して、主人である主計之介は、 「怪談神経病説」
につながる「心の迷い」と言っている。　
この芝居でお蔦の幽霊が登場するのは、２回である。２度目は、
お蔦と密会していたという疑いで家名を穢すことを恐れて切腹しようとしていた紋三郎の ころに現れ、立ち聞きして知った岩上吾太夫典蔵親子の陰謀を紋三郎に伝える。
ト獨吟の内紋三郎差添を抜き、脇腹へ突立てようとするお蔦の靈下手にて留めるこなし 紋三郎切らうとして留めらるゝ思入、始終薄くどろ〳〵をあしらひ、宜しくあつ 、
紋三
　
はて心得ぬ、今切腹なさうとせしに我腕のしびるゝは、正
しく誰やら止める心地、むゝ、 （ト合點の行かぬこなしあつて氣を替へ、又切 うとして切れぬ思入、 ）さるにても不思議千萬、止むる者もあらざるに、此腕のしびるゝは、如何致せしことなるか。
〽夫におくれて嗚く鴈の、聲も幽に星の影、　
ト心得ぬ思入にて、四邉を見廻し、下手に居るお蔦の靈を見てびつくりなし、
　　　
や、其處に居るのは何者なるぞ。
蔦靈
　
紋三郎様、わたくしでござりまする （ト顔を上げる、紋
三郎よく〳〵見て、 ）
紋三
　
や、さういふはお蔦殿か。
靈
　　
はい、左様にござりまする。
紋三
　
えゝ、 （ト驚き氣を替えてきつとなり、 ）扨は身共が愁ひを
付入り、狐狸の類ひが切腹の妨げ致すと覺えたり、末期の際に殺生なすも益なき事故助け遣はす、早く其座を立ち去りをらう。
ト是にてお蔦の靈思入あつて、
靈
　　
今は此世に亡き身にて、お目にかゝりし事故に、そのお疑
ひは無理ならねど、御家の大 を申さんと、これへ參つてござりまする。
〽落ちてきもじの袖袂、晴れぬ思ひにしよんぼりと、　
ト紋三郎扨はといふ思入あつて、
紋三
　
扨は御身は非業の死をなし、迷つて爰へ出でたるか、して
〳〵御家の大事とは。
靈
　　
只今申し上げまする。
ト又獨吟になり、お蔦の靈立上り四邉を見るこなし、紋三郎ぎよつと し 白刄を持ちしまゝ油斷をせぬ思入、お蔦の靈紋三郎の側へすり寄り、こなしあつて、
紋三
　
して、お家の大事とは、
靈
　　
御家の大事と申しますは、岩上吾太夫典蔵親子が竊に謀反
を企つて忠義なお方を退けんと、一味に加わる道庵が調合なせし毒薬にて、御本家樣を初めとして十左衛門さま貴方をば、亡きものにして殿様へ淫酒を勧め御放埓、それを言ひ立御隠居をおさせ申して御幼年の、若殿様 お跡へ立て、心の儘に吾太夫が押領なさん深き み 一味の者と牒し合すを襖の陰で私が立
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聞をなせし故、人にそれを語らうかと、身に覚えもなき不義を言ひ立て、貴方も共になきものに致さん彼等が仕拵へ、此の悪人を退けねば 御家のお爲になりませぬ。今御切腹なされまするは、お止まり下さりませ。 （ト思入 て言ふ。 ）
紋三
　
かかる企みのあると聞いては、今切腹なすところに非ず、
よしや一命捨つればと 只此 儘 犬死せず謀反を企つ悪人共を、打果して切腹なさんが それに付けてもお蔦殿は、いまだ迷うてござるからは、定めてお上を恨みつらん。
靈
　　
何のお上を恨みませう、一度御恩を受けし上は、魂魄此土
に止まつて御殿をお守り申す心、何卒貴方も御切腹をお止まり下さりませ。
紋三
　
いかにも御身が異見に付き、切腹思ひ止まりて、御家の守
護を致すであらう。
靈
　　
すりやあなたには御切腹を、 お止まり下さります か。 えゝ
有難うござりまする。
〽いつしか空も晴れる小夜風、　
ト獨吟のあげ、どろ〳〵になり、お蔦の靈嬉しき思入にてよき所へ消える。紋三思入あつて、
紋三
　
お蔦殿の亡靈が、知せによつて密計の様子は委しく知れた
れど、岩上親子に加擔なす医師道庵を初めとして、あら方人數も誰かれと推察なせど確とした、何ぞ證據を欲しきものぢや。
ト風の音になり、下手 り序幕の三毛猫手紙を銜へ出て來る、紋三郎見て、
是は何れの飼猫なるか、手紙を銜え來りしは、は 心得ぬことで ある。 （ト猫紋三郎の前へ手紙を置く紋三郎取上
げ見て、 ） 「廻章、 」 （ト開き見て、 ） 「廻章を以て申入れ候、然者豫ての一條にて御密談申し度く明夜暮六つ時より私宅へ御入來可被下候、岩上吾太夫、 」初筆は医師の濱田道庵、荒浪、潮田、砂川 中州、其外一味加擔の者の、姓名記せし密事の廻章、 （ト思入、 猫側へ來る、 襟の守札を見て、 ） 「磯部奥つた飼猫三毛 」すりやお蔦殿の飼猫なるか、扨は是も亡靈の、われに證據を送りしか は よき物が手に入つたり。
ト嬉しき思入、ばた〳〵にて花道より以前の左市歸り來り、花道にて
左市
　
お馬場の隅の稻荷の宮に 狐がゐるといふことだが つまゝ
れでもしたことか、僅な道を幾かへり、何うして道に迷つたか、嘸旦那様がお待兼であらう。 （ト舞薹へ來り、枝折戸を明け旦那様、只今歸りましてござりまする。 （ト内へはひる、是にて紋三郎心付き、 ）
紋三
　
おゝ左市、戻りしか、して兄上はお宅でありしか。
友市
　
へい、お宅においでゞござりました、 （ト言ひながら紋三郎
の様子を見てびつくりなし、 ）や、こりや且那様には、御切腹をなされますか。
紋三
　
気遣ひ致すな、コリヤ左市、汚名を受けしが殘念放、切腹
なさんとせし折柄、不思議にも此處へお蔦殿の亡靈出で、御家の大事を告げし故、死 るを思ひ止まり ぞ。
左市
　
え、すりやお蔭殿の幽靈が、どゞ何處へ出ま た。 （ト驚
きながら四邊を見る。 ）
紋三
　
いや、最早退散致せしぞ。
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左市
　
何に致せ御切腹を、よくお止まり下さりました、ちえゝ忝
い。 （ト悦ぶ、紋三郎白刄を鞘へ納め、 ）
紋三
　
此の悦びに引かへて、思へば不便なお蔦殿、其の身は無慚
に殺害されても、一旦受けし御恩を忘れず、お家を守る忠義な心底、あたら貞女を失ひしは、返す返すも殘念ぢやわえ。
　
忠義貞節でありながら讒言により叱責を受けて殺害され、死し
てもなお悪者を除こうとするお蔦には、それを助ける存在として三毛猫が登場するが、 れは忠義貞節でありながら讒言により叱責を受けて殺害された女主人の復讐を猫がなす化猫話『有松染相撲浴衣』に通じている。　「皿屋敷伝説」は全国に散見しその源泉として特に注視されているのは、江戸番町と播州姫路の伝説である。このうち江戸のものは皿割とお家乗っ取りの陰謀が結びつかないが、播州姫路のものは両者が結びついたものとなっている。播州姫路の伝説は、 「城主小寺が没したため若 主君を立て、 家を乗っ取ろうとする執権青山とそれに抗しようとする忠臣 家老衣笠らとの抗争を軸に展開する。衣笠 妾であったお菊が密偵 し 青山 元に送り込まれていたが、かねてより青山は の内 を疑ってい 。姫路城を占拠した は、その祝いに城主小寺家 伝わる十枚揃い皿を持ち出させ が、お菊 一枚足りないのに気づき、それを口実にお菊を拷問にかけ井戸の中に切 込み、以後、井戸 中で皿を数える怪異が起こっ 。青山は忠臣たち 姫路城を奪い返され、城主小寺に本拠地の青山城も攻め滅ぼされ 。皿が無くな たのはお菊に懸想しながら拒絶 れ 町坪 仕業であり、お菊 妹た
ちが仇を討った。 」というものである。　
お家乗っ取り、懸想をしていた男を拒絶し報復される、拷問に
かけられ井戸に切り込まれる、悪臣が忠臣に倒されるという全体的なストーリーの骨格が播州皿屋敷の影響を感じさせる。しかし、播州皿屋敷伝説には、お菊以前の井戸の死霊が登場しない。　
一方、江戸番町皿屋敷の伝説の方は、旗本青山の屋敷の場所は
天樹院（千姫）の屋敷跡地である 、夫亡き後 愛人であった花井と花井が戯れていた少女を、天樹院 かつて殺害して死骸を井戸に投げ入れた場所であった。その屋敷跡で、青山は、侍女のお菊が十枚揃いの皿を一枚を割 ということで十本 指のうちの一本を斬り、お菊は青山を恨んでかつて花井と少女が投げ入れられた古井戸に飛び込んで死んだ、というものである。　『新皿屋敷月雨暈』は江戸番町と播州姫路両者の伝説を取り入れて作られている。　黙阿弥の怪談はこのように、幽霊が悪者を脅かすだけではなく、
善者に協力して真実を伝えるという役割を果たしており、幽霊や怪異を否定する文明開化・近代化の時代であったからこそ、怪談の果たす役割を強調しようとす 意識が強 。幽霊もまた、恐怖の対象、怪異なものへの好奇の対象であるだけで なく、正義ために尽力する存在へと変移している。
₄、化猫怪談の時代（序）
　　　　　
―『有松染相撲浴衣』 『五十三駅扇宿付』
　
幽霊を見るのは神経病であるという思潮の流行した開化期にお
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いて、怪異な存在をどのように表現するかは話芸・芝居・文芸を問わず怪談を創作するもの 共通したテーマであったろう。三遊亭円朝は、 『怪談牡丹灯籠』でお露主従の幽霊は伴蔵の作為であると語りながら余地を残し、お国の幽霊は憑依にとどめて神経病による もよらぬとも解釈ができ 可能性を残すというように意図的に曖昧に語った。　
幽霊という実体のない存在は近代合理主義により神経病という
心の病とされ、谷口基の指摘のように有象無象 霊は、見る者神経病として抑圧する一方で、近代国家創設のために役に立ったと思われる人物の霊を神霊として祀ることで強力に帝国主義 進展させるというシステムが恣意的に国家に って推進されていく。しかしながら、人間の知がすべてを理解できるという傲慢な近代合理主義とは裏腹に、 間 感覚で らえきれないものは存在し、それを語ろう描こう す 怪談は消滅 こと く続 てゆく。　
近代合理主義への違和感と抵抗から、円朝が「怪談神経病説」
を逆手にとって曖昧にぼかしてど ようにでも解釈で るように語った描き方を、黙阿弥もまた『木間星箱根鹿角笛』で行ってる。登場人物のセリフから一見「怪談神経病説」を肯定的に描いてい ようだが、劇全体の構成を考えて見ると幽霊や怪異は一概に否定されておらず 幽霊は病理的な現象であ もないとれるような曖昧な描かれ方 な いる。　
一方、こうした「怪談神経病説」の逆用とは った方向性とし
て桃川如燕の『百猫伝』等の講談や歌舞伎の「化猫譚」が存在する。平安期には天皇や貴族等の上流階級のペットだった だが室町期以後には飼猫は普及しはじめ江戸期 入ると次第 庶民に
も浸透し、維新以後はさらに一般化する。猫は身近でありながら魔性を感じさせる存在であり、昔から山猫や老 猫又という化物になると言われていた。古典文学にはしばしば猫股が登場しているが、江戸期後半になるとお家騒動や直訴などの政治的・社会的なテーマと結びついた化猫が登場する。中でも、通称「岡崎の猫」 「鍋島の猫」 「有馬の猫」と呼ばれ と呼ばれる三大化 譚が特に有名であ 。　「有馬の猫騒動」は、桃川如燕の講談が有名である。如燕の講談が書籍化されたのは明治
18年文章体の『高櫓力士旧猫伝』 、明
治
26年速記本の『小野川真実録』であるが、黙阿弥の『有松染相
撲浴衣』は如燕の講談の歌舞伎化であ 。　
いわゆる「有馬の猫騒動」は、亨保
13（
1728 ）年に久留米有馬
藩で起きた一揆と世継ぎ問題によるお家騒動に伴って巷間に流布した有馬家の化猫話である。猫をからめた噂話が瓦版に取り上げられ諸本に記録されたものを、後代に如燕が潤色した。歴史物が講談の正統であることを意識してのことであろう。　
ストーリーは、有馬家の愛妾であるお槇をめぐって展開される。
お槇は、他の妻妾及びその女中らの嫉妬により非業の死を遂げるお槇の愛猫が、主人を死 追いやっ 者たち 復讐し、さらには有馬家にもたたるようになってゆく。正室の奥女中によって自害に追い込まれた側室お槇 女中お仲にお槇の愛猫 乗り移って復讐する。猫が生者に憑依する。　
この如燕の講談を、黙阿弥が歌舞伎化したのが『有松染相撲浴
衣』 （東京猿若座、明治
13年初演）である。 「有松染」は「有松鳴
海絞り染」のことで、 江戸初期から東海道鳴海宿の名産で「浴衣」
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などに使われた。 「浴衣」 は相撲取りの日常着である。 また、 「有松」にはお家騒動のあった有馬家の「有馬」がかけてある。黙阿弥の作品の中では二流という評価を受けているが、大衆的には人気があり小芝居で繰り返し上演されたという。如燕は有馬家の騒動と化猫をからめ、さら 「小野川」と 雷電 という有名な関取二人をからめ、雷電に負けて一時失脚した小野川は 家に復帰することができたが、主家への忠義 ために化猫を退治す という内容を付加し、黙阿弥もそれを踏襲 て る。　
猫の歴史を概観するならば、飼い猫は室町時代以後に普及し江
戸期になるとさらに普及し一般庶民の間で犬や猫が飼われるようになり、近代に入る さらに一般化してゆく。　『読売新聞』 『朝日新聞』のデータベースを検索すると、猫に関する明治期の新聞記事数が『読売』では明治
9年（
24件、前年
12
件）から急増しており、
12年頃（
17件）まで多い。 『朝日』 （広告
もふくむ）が
12年（
44件）の刊行開始年から猫に関する記事が非
常に多く
13年（
67件）
14年（
68件）と増え、
15年に至って半減
（
31件） 、
16年にはさらにその
2/3（
20件）となっている。双方とも
後には安定した記事数 （ 『読売』 は
13─
29年の平均記事数が８、 『朝
日』は
16―
29年の平均記事数が
19）となるため、明治初期（開化
期）は一時的に非常に多 の猫に関する記事が見られ 。　
それらの記事の中には、生活に困った人が猫を獲ってその皮を
売り生計をたてるという記事が散見し、時には不法 飼い猫 捕獲して処罰されてい 。このことからも近代初頭に猫に対す 興味関心が高まっていることが推測できる。 「神秘性を秘めな ら人間のそばで暮らす猫は、人間の想像力を喚起 てきた。そのは
てに、 人間は猫の摩訶不思議な物語を生みだすことになる。 」 （ 『不思議猫の日本史』 ） である。　
明治初期に怪談を創作しようとした者にとって、実体の存在し
ないために心の病ゆえに見えてしまうと解釈されてしまう幽霊よりも、身近に飼われている実体であり魔性を感じ せる猫の怪異を描く方が描きやすく、身近ゆえの恐怖を感じさせることも可能であったろう。　
黙阿弥もまた、化猫譚が、怪談受難の時代に適した怪異の表現
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